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科
電
子
分
．野
牽
轟
一灘
，鶴
翻̈
一轡
．ガ
改
革

時
代
に
合
わ
樵
響
理
■体
制
整
備
を
一

昨
年
末
に
、
厚
生
労
働
省
が
改
正
労
基

法
の
Ｑ
＆
Ａ
を
公
表
し
ま
し
た
。
実
務
的

に
貴
重
な
情
報
が
多
々
含
ま
れ
て
い
ま
す

が
、
本
欄
で
は
、
「
労
働
条
件
の
明
示

一

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

使
用
者
は
、
労
働
契
約
の
締
結
に
際
し
、

労
働
条
件
を
明
示
し
ま
す
。
そ
の
方
法
は
、

法
律
の
条
文
上
、
璽
ヨ面
の
交
付
」
に
限

定
さ
れ
て
い
ま
し
た

（労
基
則
第
５
条
３

項
）
。
他
の
法
律
を
み
る
と
、
た
と
え
ば
、

派
遣
法
の
「就
業
条
件
の
明
示
」
や
育
児
介

護
休
業
法
の
「休
業
の
申
出
」
な
ど
に
つ
い

て
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
や
電
子
メ
ー
ル
を
用

い
る
こ
と
も
可
能
と
定
め
て
い
ま
し
た
。

労
基
法
の

「労
働
条
件
の
明
示
」
は
、

電
子
メ
ー
ル
な
ど
想
像
も
で
き
な
か

っ
た

古
い
時
代
の
規
定

（平
成
１０
年
に
、
賃
金

だ
け
で
な
く
労
働
時
間
等
も
明
示
事
項
に

追
加
）
で
す
。
今
回
の
改
正
で
、
よ
う
や

く
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
規
定
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ
で
は
、
対
象
と
な
る
電
子
メ
ー

ル
の
範
囲
に
つ
い
て
、
「
パ
ソ
コ
ン
・
携

帯
電
話
端
末
に
よ
る
Ｅ
メ
ー
ル
の
ほ
か
、

ャ
フ
ー
メ
ー
ル
や
Ｇ
メ
ー
ル
等
、
Ｒ
Ｃ
Ｓ

（
リ
ッ
チ

・
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
サ
ー

ビ
ス
等
）
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ

（
シ
ョ
ー
ト

・
メ
ッ

セ
ー
ジ

・
サ
ー
ビ
ス
等
）
が
含
ま
れ
る
。
」

と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か

「受
信
す
る
者
を
特
定
し
て

情
報
を
伝
達
す
る
た
め
の
電
気
通
信
」
に
．

よ
る
こ
と
も
可
能
で
、
そ
の
例
と
し
て

「
ラ
イ
ン
や
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
等
」
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

カ
タ
カ
ナ
単
語
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
、

ま
さ
に
、
手
書
き
書
面
の
時
代
と
は
、
隔

世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

注
意
が
必
要
な
の
は
、
「
労
働
者
が
紙

で
出
力
で
き
る
も
の
」
に
限
定
さ
れ
て
い

る
点
で
す
。
使
用
者
側
も
、
後
々
の
ト
ラ

ブ
ル
を
遊
け
る
た
め
に
、
書
面
の
適
切
な

保
存

（電
子
保
存
含
む
）
等
の
体
制
を
整

備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
会
答
弁
で

「
私
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ

な
い
」
と
い
っ
て
話
題
を
集
め
た
大
臣
が

い
ま
し
た
が
（　
一
方
で

「自
分
は
、
知
識

の
あ
る
部
下
を
使
い
こ
な
せ
る
自
信
が
あ

る
」
と
も
発
言
し
て
い
ま
し
た
。

時
代
は
否
応
も
な
く
、
電
子
化
に
向
け

て
進
ん
で
い
ま
す
。
習
亀
子
関
連
の
機
器

は
ど
う
も
苦
手
」
と
い
う
経
営
者
の
方
々

も
、
大
い
に

「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
」
社
内
の
管
理
体
制
を
見
直
す
必
要

が
あ
り
そ
う
で
す
。



改正労基法と賃金
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目

目

囲

改
正
労
基
法
の
柱
は
、
時
間
外
上
限

規
制
の
強
化
で
す
。
な
か
で
も
特
別
条

項
発
動
時
の
制
限
が
厳
し
く
な
り
ま
し

た

（単
月
１
０
０
時
間
未
満
な
ど
）。

し
か
し
、
賃
金
面
の
扱
い
は
基
本
的

に
現
状
維
持
で
す
。
現
在

（改
正
前
）

は
、
「時
間
外
労
働
の
限
度
基
準
」
（平

１０
労
働
省
告
示
第
１
５
４
号
）
で
、

「特
別
条
項
発
動
時
の
割
増
賃
金
率
は
、

２５
％
を
超
え
る
率
と
す
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

改
正
後
は
指
針
の
名
称
が

「
３６
協
定

指
針
」
（平
３０
厚
労
省
告
示
第
３
２
３

号
）
に
変
わ
り
ま
す
が
、
特
別
条
項
発

動
時
の
割
増
賃
金
率
に
関
し
て
は

「
２５

働
さ
方
改
革
関
連
法
は
、
平
成
３‐
年
４

月
か
ら
い
よ
い
よ
労
基
法
関
連
の
施
行
が

始
ま
り
ま
す
。
中
心
は
時
間
外
法
制
に
関

す
る
部
分
で
、
賃
金
実
務
へ
の
影
響
は
大

き
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
フ
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
制
の
清
算
期
間
延
長
を
考
え
る

企
業
は
、
割
増
賃
金
計
算
方
法
が
１
カ
月

単
位
と
異
な
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

％
を
超
え
る
率
と
す
る
」
努
力
義
務
と

い
う
内
容
で
変
更
な
し
で
す
。
た
だ
し
、

３６
協
定
届
の
記
載
事
項
に

「特
別
条
項

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
の
観
設
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
制
の
拡
充
も
、
割
増
賃
金
が
関
係
し

て
き
ま
す
。
高
プ
ロ
制
を
採
用
す
れ
ば
、

一
切
の
割
増
賃
金
が
不
要
に
な
り
ま
す

が
、
対
象
者
は
少
数
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
回
改
正
で
、　
一
番
大
き
く
変
わ
っ

た
の
は
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
割
増

賃
金
の
計
算
方
法
で
す
。
フ
レ
ッ
ク
ス

タ
イ
ム
制
は
、
清
算
期
間
が
最
長
３
カ

月
に
伸
び
ま
し
た

（現
在
は
１
カ
月
）。

１
カ
月
以
内
で
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

法
定
労
働
時
間
の
総
枠
＝
４０
時
間
×

清
算
期
間
の
暦
日
数
■
７
日

一
方
、
１
カ
月
超
３
カ
月
以
内
の
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
を
採
る
と
き
は
、

２
段
階
で
割
増
賃
金
を
算
出
し
ま
す
。

・
第
１
段
階

（１
カ
月
ご
と
）

１
カ
月
に
お
け
る
労
働
時
間
が
週
平

均
５０
時
間
の
上
限
枠
を
超
え
た
分
に
つ

い
て
、
割
増
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

上
限
枠
―１
５０
時
間
×
１
カ
月
の
暦
日

数
十
７
日

・
第
２
段
階

（清
算
期
間
全
体
）

１
カ
月
超
３
カ
月
未
満
の
清
算
期
間

に
お
け
る
労
働
時
間
が
法
定
労
働
時
間

の
総
枠
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
、
割
増

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
１
カ

月
ご
と
に
清
算
し
た
週
平
均
５０
時
間
を

超
え
る
部
分
は
除
き
ま
す
。

「総
枠
」
の
算
式
は
１
カ
月
以
内
の

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と
同
じ
で
す
。

清
算
期
間
が
延
び
た
新
し
い
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
に
つ
い
て
は
、
労
働
時

間
の
変
動
が
大
き
い
場
合
、
３
カ
月
平

均
４０
時
間
以
内
で
あ
っ
て
も
割
増
の
支

払
い
義
務
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
点

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

割
増
賃
金
率
の
再
確
認
を

猶
予
措
置
は
４
年
後
廃
止

発
動
時
の
割
増
賃
金
率
」
が
明
記
さ
れ

た
点
に
は
留
意
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
、
中
小
企
業
を
対
象
と
し
て

一月
６０
時
間
超
の
時
間
外
に
５
割
の
割

増
賃
金
一
の
適
用
が
猶
予
さ
れ
て
い
ま

す
ｃ
こ
の
猶
予
措
置
は
廃
止
さ
れ
ま
す

が
、
時
期
は
２
０
２
３
年
４
月
１
日
と

を
運
用
す
る
場
合
、
割
増
賃
金
の
対
象

と
な
る
時
間
外
労
働
の
時
間
数
計
算
は
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
。
清
算
期
間
に

お
け
る
労
働
時
間
が
法
定
労
働
時
間
の

総
枠
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
、
割
増
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
「総
枠
」
は
次
の

算
式
で
計
算
し
ま
す
。


